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有田焼・波佐見焼の産地商社・株式会社キハラ（本社：佐賀県／代表取締役：木原
長正）は、有田焼の主原料である「陶石」に着目し、有田が日本磁器発祥の地とな
るきっかけとなった泉山磁石場から実際に採石した石を型取った箸置&カトラリー
レストを発表しました。 
 
歴史的背景とともに、ダイレクトに視覚に訴えるデザインにより、有田のものづく
りを日常の中で広く伝えていくことを目指しています。 
 
※原型とした陶石は、正式な許可を得て採石しています。 

陶石 
 
現在、有田焼の原料の多くは、熊本の天草陶石が使われています。
泉山磁石場は、1980年に国の史跡に指定されており、ほとんど
使われることはありません。「TOUSEKI」は、泉山磁石場で特
別な許可のもと採石した陶石を原型とし、天草陶石で作った有田
焼です。 

TOUSEKI 
陶石 
 
Chopstick Rest 
Cutlery Rest 

泉山磁石場 
 
1616年、朝鮮人陶工・李参平が有田の泉山で磁器の原料となる陶
石を発見したことにより、日本初の磁器が誕生。 
有田焼の主原料となる陶石が採掘されていたのが、泉山磁石場です。
磁器の原料を掘り続けた結果、山がえぐられた現在の姿となり、今
は許可なく中に入ることはできません。 
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TOUSEKI A / 箸置 TOUSEKI B / 箸置 TOUSEKI C / 箸置 

TOUSEKI D  / 箸置 TOUSEKI E / カトラリーレスト 

TOUSEKI 
陶石 
 
有田焼の主原料である「陶石」に着目し、有田が日本初の磁
器発祥の地となるきっかけとなった泉山磁石場から実際に採
石した石を型取った「TOUSEKI」。 
歴史的背景とともに、ダイレクトに視覚に訴えるデザインで、
有田焼（磁器）とは？を伝える、コミュニケーションツール
にもなる箸置＆カトラリーレストです。 
 
種　類｜ 5形状（A～D箸置、Eカトラリーレスト） 
カラー｜ 3色（無釉、グレーハーフ、ブルーハーフ） 
サイズ｜ A 5.3×4.8 h0.9cm / B 5×2.6 h2.6cm /  
　　　　 C 5.3×3.8 h1.8cm / D 8×2.8 h2cm /  
             E 11×3.6 h1.2cm 
素　材｜ 磁器 
価　格｜ A～D 各色850円（税別）/ E 各色1000円（税別） 
 
KIHARA 公式サイトで「TOUSEKI」開発ストーリー公開中 

http://e-kihara.co.jp/project/touseki/ 
 

株式会社キハラ  
 
有田・波佐見の伝統産業を未来へつなぐ 
 
キハラは、やきもの産地である佐賀県・有田に本社を構える陶磁器の商社です。 
有田焼・波佐見焼の商社として産地の強みを生かし「つなぐ」をテーマに、リテール事業、ホールセール事業、商品開発・OEM事業の3つの事業
を展開しています。2017年7月に東京・奥渋谷に直営店「KIHARA TOKYO」オープン。 
シンガポールのデザインカルチャーを牽引するsupermamaとの取り組みや、国際見本市メゾン・エ・オブジェで発表した佐藤可士和氏とのコラ
ボレーション作品が注目を集めるなど、日本のやきもの技術を世界に向けて発信しています。 

雑貨のようなパッケージでギフトにおすすめ 


